
少子化が加速する地域における高校の現状
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⚫ 地域の小規模校では学びの
選択肢が少ないため都市部
の大規模校t等へ流出

（都市部への集中・少子化加速）

知識・技能等を習得
する普通教育

（学習機能の共通性）

教員
（潤沢）

学校・地域の特色を
生かした多様な教育

（学校・地域の個別性）
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コンソー
シアム

⚫ 教員数も少なく、多様な開設
科目や習熟度別クラスを多く
は用意できない

× × ×

大学・産業界等の
資源を活かした教育
（多様な社会資源）

⚫ 教育に活用できる社会資源は
地域内にあるものに限定され
る

⚫ 学校間での越境・交流はなく、
入学した高校以外のコミュニ
ティと関わる機会は僅少

⚫ 地域との協働体制（コンソー
シアム）もコーディネート人
材がいないと充分に機能せず

教員
（不足）

教員
（不足）

多様な生徒一人ひとり
への寄り添い・伴走

（教育福祉・社会機能）

⚫ 多様な生徒の多様なニーズや
困り感へ寄り添い伴走したい
が充分な時間は無い

・ 都市部以外の、通学可能な高校が限られている少子化が加速する地域（例えば、離島・中山間・過疎
地域・へき地等）の高校生たちの多様な学びのニーズには、どのように応えていくことができるのだろうか？
・ こうした地域の高校は、多様な生徒のニーズを小さな一校で一手に対応する必要があるため学校の特色
化は困難であり、学校外の多様な教育機関等もないため、少ない教職員で多様なニーズに総合的に対
応しようとし、多忙化している。こうした地域の高校における、教育格差を越え「誰一人取り残さずに」生徒
たちに質の高い教育を提供できる、新しい時代の高校の在り方とはどのようなものであろうか？

社会人
卒業生等

資料３


